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福井県で確認されたタカネサギソウ (Platanthera mandarinorum Rchb.f. 

subsp. maximowicziana (Schltr.) K.Inoue var. maximowicziana)の生育地と 
個体数(2014-2021)の記録 
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要旨：筆者らは福井県大野市の１カ所でタカネサギソウ (Platanthera mandarinorum  Rchb.f. subsp. maximowicziana 

(Schltr.) K.Inoue var. maximowicziana)の個体を確認した. 2014 年 8 月 14 日から 2021 年 8 月 21 日まで生育地の個

体数を調査した．大野市の生育地の地形と植生タイプは亜高山地帯のチシマザサや低木の針葉樹・広葉樹がみられ

る斜面であった. 8 年間の調査で個体数が少なく，生育地の崩落などで減少している． 
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Hiroyuki ENOMOTO*1, Hideki SAKAMOTO1. 2022. Records of the locality and growing population (2014-

2021) of Platanthera mandarinorum Rchb.f. subsp. maximowicziana (Schltr.) K.Inoue var. maximowicziana 

confirmed in Fukui Prefecture. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Conservation Center) 25:135-144.  

The authors confirmed an individual of Platanthera mandarinorum Rchb.f. Subsp. maximowicziana (Schltr.) K. 

Inoue var. maximowicziana in one place in Ono City, Fukui Prefecture. The population of the habitat was 

investigated from August 14, 2014 to August 21, 2021. The topography and vegetation type of the habitat in Ono 

City was the slope where subalpine Sasa kurilensis and shrub conifers and broad-leaved trees were found. In the 8-

year survey, the number of individuals is small, and it is decreasing due to the collapse of the habitat. 

Key words: Platanthera mandarinorum Rchb.f. subsp. maximowicziana (Schltr.) K.Inoue var. maximowicziana, 

locality, threatened species, habitat, Fukui Prefecture 

 

 

はじめに 

ラ ン 科 の タ カ ネ サ ギ ソ ウ (Platanthera 

mandarinorum Rchb.f. Subsp. maximowicziana (Schltr.) K. 

Inoue var. maximowicziana)はツレサギソウ属の多年性

植物であり，亜高山帯の林縁や草地に生える．日本で

は北海道，本州中北部(東北地方，白馬岳，八ヶ岳，

南アルプス)の高山帯に分布する(北村ほか 1964，正

宗 1969，前川 1971，イズミ1982，神田 1984，里見

1982，橋本ほか 1991，中島2012，清水 2014，遊川

2015)． 

福井県でも山地の一部に分布するがタカネサギソ

ウは福井県では生育地の情報不足のため，絶滅危惧

種に分類されていない(福井県 2016)．今回，確認し

たタカネサギソウの個体は茎の高さは 15－20cm 前

後の小型であるが葉を 2 枚有し，距が 10-14 ㎜程度

であった．タカネサギソウは，近県では富山県が絶滅

危惧Ⅱ類に，静岡県が要注目種に指定している．富山

県の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブ

ックとやま 2012では「富山県内の生育地，個体数は

極めて限られており，採取や踏みつけなどにより個

体数が減少している．県内の分布状況は黒部市西部

に生育地があり，ほかの場所は朝日南東部(古い標本

のみ），立山町東部(文献のみ)となっている．」と報告

している(富山県 2012)． 

静岡県のまもりたい静岡県の野生生物 2020－静

岡県レッドデータブック－＜植物・菌類編＞では「静

岡県内では中部の南アルプス地域に分布し，日本の

南限自生地である．生育環境は亜高山帯のやや湿っ

た草地に生え，静岡県植物誌(1984)には生育地は南

アルプス」との記述がある．個体数減少の要因と脅威

については，乾燥化による植生遷移が主要因で，人に

よる園芸採取や登山道整備，踏圧も脅威であると報

告している．保護対策としては生育地が確認された

場合は，植生遷移を抑制するなどの生育環境を維持

管理することが重要であると指摘している(静岡県

2020)． 

石川県では古い生育記録があるが，絶滅危惧種に

は指定されていない(橋本・里見 1976，里見 1978，

石川県 2020)．岐阜県ではタカネサギソウは生育記

録もなく指定されていない(岐阜県 2014，岐阜県植

物誌調査会編 2019)．タカネサギソウは日本のレッ
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ドデータ検索システムによると，前述の富山県，静岡

県を除いて北海道が準絶滅危惧種，岩手県がC ラン

ク，秋田県が絶滅危惧種ⅠA 類，新潟県が地域個体

群，長野県でも絶滅危惧Ⅱ類と指定されており，北海

道・東北・北信越に生育地が限られている．福井県で

の生育地は福井県博物同好会会報の「鳩ヶ湯から三

の峯の flora」「新採集報告」にタカネサギソウの記載

があるが，改訂・増補福井県植物誌には記載がなかっ

た(渡辺 1962，渡辺 1967，渡辺 2003)．福井県植物

図鑑⑤福井のコケと地衣・［補遺］にも記載がなかっ

た(若杉 2001)．県内の標本記録の中にはタカネサギ

ソウと考えられる標本はあったが，同定されたもの

は見当たらなかった． 

このため，筆者は「改訂版 福井県の絶滅のおそれ

のある野生動植物」の編纂のための調査と環境省第

５次レッドリスト作成のための福井県調査で現地に

赴き調査した．個体を発見した 2014年から 2021 年

にかけて生育個体数の推移を調べた． 

 

調査地と調査方法 

調査地は隣県の情報(橋本・里見 1976，里見 1978，

石川県白山自然保護センター1995)を基に福井県で

類似する環境の登山道の周辺のみを慎重に踏査し，

生育に適する環境にあたる場所を中心に本種の個体

を目視で観察した(宮脇1967，宮脇1969，梅原2016)．

発見された生育地は亜高山地帯のチシマザサや低木

の針葉樹・広葉樹がまばらにみられる草地や急傾斜

地であった．比較的日当りの良い水捌けの良い腐植

土がある場所に生育していた． 

 

結果 

1. 個体数の推移 

2014 年 8 月 14 日にタカネサギソウの生育個体 1

個を発見し，2021 年 8 月 21 日まで個体数の推移を

調査した(表１)．2015年 7月 26日には 4個体，2016

年 7 月 24 日には 5 個体，2017 年 7 月 23 日には 13

個体あった．2018 年 6 月 23 日に現地調査を行った

が，2月の大雪の影響がみられ，生育地での部分的な

崩落があり，表土が流出して，個体数が減少した．2

個体が崩落していない場所から見つかった．8月5日

には開花個体 1 個体が見つかっただけであった． 

2019年7月15日には5個体，8月3日には4個体，

8 月 17日には 3個体を確認した．2020年 7 月 19日

には 5 個体発見し，開花終期から結実時期に当たる

8 月 9 日に 7 月に発見した場所周辺をくまなく調べ

結実個体を 3個体発見した． 

2021年1月には大野市の市街地でも積雪が150㎝

以上に達し豪雪になった．タカネサギソウの生育地

でも 6 月 26 日には生育地周辺に残雪がまばらに見

られ，生長は遅かったが 1 個体を発見した．7 月 24

日には開花中期の 4 個体と花序のない 1 個体を確認

した．8月 21日には生育場所の近くから同様な環境

にある場所を中心に範囲を広げ，入念に調査したが

5個体だけであった． 

 

2. 2020～2021 年の個体数，開花個体数，草丈，葉

数，葉長，葉幅，花数について 

2020 年 8 月 9 日には，開花個体数，草丈，葉数，

葉長，葉幅，花数(調査個体 2個平均)を記録した．草

丈は 16.5cm と小型で葉数は2枚あった．花数は 4個

/個体であった． 

2021 年 7 月 24 日には，2020 年同様に開花個体

数，草丈，葉数，葉長，葉幅，花数(調査個体 4個平

表１ タカネサギソウ(Platanthera mandarinorum Rchb.f. subsp. 

maximowicziana (Schltr.) K.Inoue var. maximowicziana)の個
体数の推移(2014-2021) 
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均)を記録した．草丈は 17.8cm，葉数は 2枚あった．

花数は 5.3個/個体であった．8月 21日には，3個体

が結実していた．草丈は 16.7㎝と小さく，結実数も

2.0個/個体と少なかった (表２，図１，３)． 

 

考察 

タカネサギソウの分布と生育環境，植生，送粉動物，

ラン菌根菌との関係，保全方策 

タカネサギソウは北海道・奥羽・北陸地方・中部地

方の亜高山帯の草地や林床の比較的明るい場所に生

育することが知られている．  

生育地付近の植生は，ダケカンバが生える積雪の

多い斜面で，雪崩の発生しやすい場所にチシマザサ

が占有し，ウラジロナナカマド，ミネカエデ，ハリブ

キなどの低木類，ニッコウキスゲ，サンカヨウ，ノビ

ネチドリ，オヤマリンドウなどが比較的安定した場

所に生育していた． 

タカネサギソウを含むラン科ツレサギソウ属の開

花結実に関与する送粉動物と花の形態については井

上健博士の研究が詳しい．タカネサギソウが含まれ

るヤマサギソウ節は鱗翅目昆虫の複眼に花粉塊を付

着する送粉様式をとるグループである．花粉塊を昆

虫に付着させる方法は昆虫が口吻を距に挿入した時

に葯隔が広いために花粉塊が口吻ではなく複眼に付

着するように花の構造を変化させた．ヤマサギソウ

節はグループ内で花形が多様に分化しており，その

変異は送粉昆虫によって引き起こされていると指摘

している．距が比較的長いハシナガヤマサギソウで

はスズメガが，ハチジョウチドリでは中型のシャク

ガが，キソチドリ・ヤマサギソウでは中型のヤガが主

な送粉昆虫になっている．タカネサギソウ・マイサギ

ソウなど，まだ送粉昆虫の知られていない種でも，距

の長さ，太さ，距の向き，花の色によって，その生育

地に多い中型のヤガまたはシャクガによって送粉が

行われているものと推察している(井上 1983a)． 

実際の福井県のタカネサギソウの花を観察すると，

葯隔の長さが 2-3 ㎜あり，それに伴って蕊柱の間隔

が 2-3 ㎜と幅広くなっていたが，背萼片が先端に行

くほど狭くなっており，花粉塊は葯室上端で接近す

る形状になっている．距は 10-14 ㎜程度とヤマサギ

ソウ節の花の中ではほぼ中程度であった(図１，２)．

同節のキソチドリの花では葯隔の長さが 2 ㎜，蕊柱

の間隔が 2㎜，距も 11㎜とタカネサギソウの花と同

程度の長さであった(井上 1983b)．このため，タカネ

サギソウは，その生育地に多い中型あるいは小型の

ヤガ類かシャクガ類によって送粉が行われている可

能性が考えられた． 

福井県の生育地では，2021年には結実しなかった

個体もあり，生育条件が悪い場合は，結実せずに栄養

生長のみを行う個体も見られた．タカネサギソウは

下部から順番に開花し，成熟していく．下部の花は受

粉が行われると，花柄子房が膨らんでいく．2021 年

には実際に花粉塊を蕊柱に着けて受粉が行われた花

を観察した(図２)．そして，結実した 3 個体が観察

されたことから，送粉昆虫を誘引し，受粉を促すこと

ができたと考えられる (図３，４)． 

今後，種子繁殖による生育個体の増加を図るため

には，生育地の環境を守り，送粉昆虫や生物の多様性

を維持して，開花結実する個体を増やし，種子散布に

よる個体数の維持や増加を図っていく必要がある． 

また，最近の研究では多くのランはその自生する

地域の植物と外生菌根を形成する菌と深い共生関係

を持っていることを報告している(大和・谷亀 2009)．

ツレサギソウ属を含むラン科植物は発芽から光合成

ができるようになるまで，ラン菌根菌に炭素源を依

存し生育する種が多い．ある程度，成長すると自身の

光合成産物で生育に必要な炭素源を確保する種(陽

生ラン)から，光合成が十分にできずラン菌根菌に炭

素源を依存する種(陰生ラン)まで依存度合いは種に

よって違っている．タカネサギソウでは明らかにな

っていないが，炭素源供給能力の高い菌類と菌根を

形成するランの可能性は高い．したがって，タカネサ

ギソウが生長し発育するには，生育地の環境に棲む

土壌細菌との菌叢の調和にも考慮する必要があると

考える．  

                          
                                            
                       
                           

                        

                                

       

表２ タカネサギソウの草丈，葉数，葉長，葉幅，花数 (2020-2021) 
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図１ タカネサギソウの生育状況(2021 年 7 月 24 日 下部から順番に開花し結実する．最初の花は開花終期，

受粉終了Ⓐ，上部の花が開花盛期Ⓑ，花が下を向いている©) 



福井県で確認されたタカネサギソウの生育地と個体数(2014-2021)の記録       139 

 

  

図２ タカネサギソウの花(2021 年7 月 24 日)  花は葯隔が幅広く，花粉塊Ⓐは棍棒状，蕊柱Ⓑは平たい． 

距©は長さ 10-14 ㎜程度ある．上部の花は受粉が行われ蕊柱に花粉塊が付いているⒹ． 
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図３ タカネサギソウの結実状況(2021 年 8 月 21 日) 
受粉が完了した花は子房が充実しているⒶ， 
受粉が不完全な花は子房が膨らんでいないⒷ． 
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図４ タカネサギソウの結実した子房の拡大(2021 年 8 月 21 日) 
下部の花柄子房が膨らんでいる．子房の形はバナナ状で淡い稜が見られるⒶ， 
子房に凹みが見られ膨らんでいないⒷ 
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今回の調査で改めて福井県内のタカネサギソウの

生育地が確認された．しかし，大きな環境の変化の中

で少なくとも調査した 2014 年から 8 年間では 2017

年の 13個体を最高に翌年の2018年には 2個体だけ

しか確認できず，2021 年には生育が遅れ，小さな 5

個体しか確認できなかった．タカネサギソウは局所

的に生存しており，開花，結実個体数が少ない状態で

ある．2021年の積雪が多かった年でも本県のタカネ

サギソウが結実していたのは，タカネサギソウの開

花時期に合わせて訪花昆虫の発生もうまく対応でき

る豊かな生物多様性が存在していたためと考えられ

る(図 4)． 

白山の植物目録(四)では白山登山道４ヶ所で採集

され標本が存在していることが記述されている(橋

本・里見 1976)．しかし，白山高等植物インベントリ

ー調査報告書にも，タカネサギソウについての記述

がない(石川県白山自然保護センター1995)．石川県

の2009～2011年の3年間において白山砂防新道(別

当出合～高天原約 7 ㎞)の開花状況を 6 月～10 月ま

で 1，2週間ごとに詳しく調査した報告でも，タカネ

サギソウについて 2009 年，2010年，2011年には１

個体も開花していなかった (吉本・野上 2011)．いし

かわレッドデータブック 2020〈植物編〉にも記載が

ないことから，白山の登山道周辺でも最近は個体が

確認されていないと考えられた(石川県 2020)． 

静岡県林業技術センターが行った赤石山脈南部の

中ノ尾根山にある高山性植物群落南限地調査におい

て，1971-1974 年と 2004-2006 年との 30 年間にお

ける高山性植物相変化の報告によると， 浜松市の30

年間の年平均気温は0.5℃上昇しており，中ノ尾根山

においても同程度の気温上昇が考えられるが，消滅

した可能性のある高山性植物は１種(５％)と少なか

った． 30年間の気温上昇の影響は 2006年において

顕著に表れていなかった．30 年前調査と 2006 年の

調査両方で確認できたのは 13 種(65％)であり，30

年前調査で確認でき，今回調査で未確認種はチャボ

ゼキショウ１種(５％)だけであった．新たにタカネ

サギソウを含む６種(30％)が確認された(渡井ほか

2007)．  

静岡県では 2006 年に中ノ尾根山でタカネサギソ

ウが発見され，新たな生育地となっている．しかし，

2006 年時点では高山性植物群落は大きな変化は見

られないとの結果であったが，最も南限地域である

ため脆弱な環境になっていると考えられた． 

一般的に生物は分布の中心部よりも分布限界地域

の方が生育に適した場所の広がりが狭く，近くに同

種の分布地がないと絶滅しやすい (米山 1991)．今

回，石川県よりも西南に位置する福井県に生育地が

確認された．福井県のタカネサギソウは生育分布の

西南限地域にあたると考えられる(里見 1978，

Efimov2016)．福井県のタカネサギソウ生育地は石川

県より西南限の地理的な要因のために個体数の少な

さに伴って長らく確認されなかったと考えられる．

しかし，近年，石川県でもタカネサギソウの生育確認

はないと推察され，石川県と福井県の県境付近も含

めて調査が必要になると考えられる． 

これからもタカネサギソウの個体数の推移と合わ

せて温暖化も考慮に入れて，生息する環境がどのよ

うに変化するのか調査を継続する必要がある．送粉

昆虫の活動，土壌微生物の環境変化に注意を払い，個

体数を増やすことから始める必要がある．結実個体

がある程度増え，種子が確保できれば，種子バケット

法などを取り入れた好適菌根菌の同定，移植適地の

判定などを調査し，タカネサギソウの保全に適する

環境や影響について，知見を広げていく．そして最新

技術である種子スティック野外播種法などを試みる

ことで個体数の増殖に向けた取り組みを行うことは

重要であると考える(遊川 2019，山﨑 2019)． 

タカネサギソウの個体数の保全，増加に結び付く

ようにするためには，調和のとれた生物多様性の環

境を醸成することにある．このことは地道な取組み

である．まずは次の福井県レッドデータの改訂には，

近隣府県と同様なカテゴリでタカネサギソウを指定

していく．そして，タカネサギソウを通して，福井県

にある亜高山帯の環境について考える機会を持ち，

協働で環境保全活動を取り組む人の輪をつくってい

くことが重要であると考える． 
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